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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、日本語と韓国語の呼称語と述語表現の多様な共起関

係に対する容認性判断に及ぼす個人の性格特性の影響を明らかにすることである。研究の結果、

日本語と韓国語の呼称と述語表現の共起関係は、場面と相手によって流動的であることが分か

った。また、WLELS (Wong and Law Emotional Intelligence Scale) を用いて性格特性の影響

を調べた結果、性格特性は述語表現より呼称語の選択においてより強く影響を及ぼしているこ

とが分かった。 
  
研究成果の概要（英文）：The present study investigated effects of acceptability judgments 
and personality traits on selection of collocations of address terms and predicates in 
Japanese and Korean. The results indicated that collocations of address terms and  
predicates changes depending on scenes and listeners. EI personality traits of WLELS (Wong 
and Law Emotional Intelligence Scale) had stronger influence on selection of address terms 
rather than predicates. 
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１．研究開始当初の背景 
 自称詞、対称詞、他称詞を合わせて呼称語
という。呼称語は言語表現としては短いもの
の、日常生活における言語使用においては、
それが使用される社会的人間関係を強く反
映している(林・玉岡・深見, 2002; 林, 2003; 
林・玉岡, 2003)。従来、日本語と韓国語の
敬語研究では、呼称語と述語表現の共起は、
待遇の度合いがある程度固定されていると

考えるのが一般的であった。ところが、林・
玉岡(2004)の韓国の職場での呼称使用の調
査では、日本語と韓国語の呼称使用において
個人の性格特性が影響することが示された。
さらに、林・玉岡・宮岡(2008)では、両言語
の呼称語と述語の待遇度が必ずしも一致し
ない場合があることや、呼称語によっては述
語表現の選択が柔軟であることが報告され
ている。つまり、呼称語と述語表現の共起関
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係は、社会的関係ばかりでなく、それを使用
する話者の心理的特性やストラテジーなど
からの影響も考えられる。つまり、良好な対
人関係を維持するために、相手との親密さを
保つための配慮あるいは相手の感情を乱さ
ないための配慮の仕方は、社会的・文化的規
範の相違のみならず、同じ母語規範を共有す
る場合であっても個人差がみられることが
予想される。 

 
２．研究の目的 
本研究は、日本語と韓国語の呼称語と述語

表現の多様な共起関係に対する容認性判断

に及ぼす個人の性格特性の影響を明らかに

することを目的とする。具体的には、下記の

通りである。 
 

(1)両言語の呼称語と述語待遇表現の共起パ

ターンの使用実態を把握する。 
(2)容認性判断から両言語の呼称語と述語表

現の共起関係を検討する。 
(3)個人の属性・性格特性が容認性判断に及ぼ
す影響を検証する。 
 
３．研究の方法 

(1)両言語の呼称語と述語待遇表現における

共起パターンの使用実態 
親疎関係・上下関係・性別の組み合わせの

異なる対人関係を想定し、発話場面（フォー
マル・インフォーマル）に応じて、被験者が
それぞれの相手に対してどのような呼称語
を選択し、それと共起する形でどのような述
語表現を用いるのかについてアンケート調
査を行った。そして、調査結果を参考に、「呼
称語と述語表現の共起関係に関する容認制
判断」の調査項目を選定した。 
 
(2)容認性判断に関する測定尺度と分析 

本研究では、日本人と韓国人の呼称使用お
よび呼称語と述語表現の待遇関係に関する
容認度を測定し、それを容認性判断の基準と
する。日本語と韓国語の「呼称語と述語表現
の共起関係」に関する容認性判断は【表現自
体はあるけれど、この相手に向かって（ある
いはこの場面で）いうのは適切だ/不適切だ】
という判断である。容認性判断は「とても適
切である（容認度：+2）」から「全く適切で
ない（容認度：-2）」の 5 段階とし、容認度
がマイナスであれば否定的、プラスであれば
肯定的であるという一般指標として使用し
た。 
 
(3)情動指数(EI)に関する測定尺度と分析 
EI の測定には心理学の分野で信頼性と妥

当性が検証された WLELS (Wong and Law EI 

Scale)を適用した。WLELSは16項目からなり、
「自己情動評価（Self-emotion Appraisal）」
「 他 者 の 情 動 評 価 （ Others-Emotions 
Appraisal）」「情動の利用（Use of Emotion）」
「情動の調整（Regulation of Emotion）」に
4 項目ずつが対応している。日本人と韓国人
に対する調査では英語版をもとに作成した
日本語版と韓国語版を用いた。日本語版と韓
国語版の信頼性については心理学の観点か
ら分析を行った結果、日本人と韓国人に適応
できることが検証された。性格特性の尺度は、
それぞれ得点化するとともに、呼称と述語表
現の共起関係に関する容認性判断（目的変
数）を説明する予測変数として用いた。SPSS
社の統計ソフトを使用し、重回帰分析を行っ
た。 
 
４．研究成果 
個人の属性・性格特性が容認性判断に及ぼ

す影響を検証する本研究の研究成果は下記
のとおりである。 
 
(1)呼称語（対称詞）と述語表現の使用にお
いては日韓両言語ともに違いが見られ、同じ
相手であってもインフォーマルな場面より
はフォーマルな場面でより丁寧な表現を選
択する傾向が見られた。一方、呼称語と述語
表現の共起関係をみると、従来の日本語と韓
国語の敬語法の研究では、呼称語と述語との
関係はある程度固定していると考えるのが
慣例であった。つまり、呼称語で敬体を使え
ば、述語にも敬体がくるということである。  
しかし、本調査では、場面や相手との関係

に応じて待遇レベルに程度の差はあるもの
の、日韓両言語ともに敬語を控えたり、本来
ならば敬語を使うべき人に対して敬語を使
わない場合が見られた。つまり、両言語の呼
称語は、場面や相手との関係によって多少流
動的であり、それぞれの述語と独立して使用
でき、規則的な用法から外れ、ある程度戦略
的に使われていることが示唆された。このよ
うな使用は、日本人に比べ、韓国人において
より顕著であった。 
 
(2) 従来の規範から逸脱した呼称語と述語
表現の共起関係と、それに対する容認性判断
では、両言語とも力関係（上下関係）より社
会的距離（親疎関係）がより強く影響してお
り、親しい間柄ではかなり容認度が高くなる
ことが分かった。また、呼称語と述語表現の
共起関係に関する容認性判断に及ぼす性格
特性の影響では、性格特性は述語表現より呼
称語の選択においてより強く影響を及ぼし
ていることが分かった。 
 また、WLEIS を用いて、韓国人における虚
構的呼称使用（非親族に対する親族名称使
用）の受容度と性格特性との関係を調べた結



 

 

果、同じ社会的規範を共有する母語話者間で
あっても、先輩に対する親族名称と実名使用
には、情動能力の違いが受容度に影響してい
ることを見いだすことができた。とりわけ、
親しい先輩に対する親族名称使用には「自己
情動評価（Self-emotion Appraisal）」が、
あまり親しくない先輩に対する親族名称使
用には「情動の利用（Use of Emotion）」が、
強く影響していた。具体的には、親しい先輩
に対する親族名称使用に対しては、自己情動
評価が高い人、つまり自分人の感情をよく理
解している人ほど、一方、親しくない先輩に
対する親族名称使用に対しては、情動の利用、
つまり目標を定め、目標を達成できるように
頑張るやる気のある人ほど、より寛容的に受
け止める傾向が強いことが分かった。 
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